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閑
却
せ
ち

‘れ
た.
る
銀
■行
貸.
出
：のニ

'方
面.
‘ 

四
至
し
、

の
條
件
と

.し
て
は
、組
合
委
員
に
於
て
其
債
務
者
夂
る
ベ
き
組
合

.員
の
.事
業
を
支
酣
し
、場合
に 

上

6

て
は

.其
所
有
商
品
を
適
宜
.處
分
す
る
の
全

權

を
掌

握
せ
ん
こ
と
を
要
す
.や
勿
論
に 

其
方
法
は
種
々
ぁ
る

<
く
事
業
に
ょ

6

て
名
亦
自
ら
異
同
な
き
を
得

^

る
な

6
。
 

之
を
粱
す
る

.に、エ
業
資
金
の
調
達
と
商
業
經
營
資
金
の
供
給
の
ニ
者
は
、現
今
本
邦

u

閑 
刦 

余 せ  

融 ら 

を れ 

疏 ic 
通 る  
す 金  

る 融 ’  

は 上  

產 の

る を 給
ベ 諭 し

し力、

り 若  

次 く  
る は  
也 事  

ニ 1 に 
完 之
、一 に

當

ニ
大
方
面
な

6
、而
し
て
此
ニ
方
面
に
所
要
の
資
金
を
低
利 

業
の

.發
達

.上
最

^

p

緊
要
な
る
こ

i

に
屬
す
る
を
以
て
、出の 

る
者
は
、速
於
に
十
分
の
硏
究
を
遂
げ
、適.當な
る
方
策
を
管

せ 金 に 於 し

さ、'  融 供 て て
、

77

.

二

土地價格の上騰に就きて

 

,

神

戶

’
正
雄

1

近
脖
我
邦
の
實
際
經
濟
問
題
と 

せ
ら
れ
莫
よ

^o

し
て
は
特
に
米
價 

策
上
の
大
問
題
と
し
て
討
議
せ
ら 

地
價
格

0
上
騰
好
米
價
上
騰
：の
比 

料
の
上
騰
と
な

'6. V
、

社
會
政
策
上

物
價
騰
貴
問
題
や
輸
入
超
過
問
題
が
切

6

に
論
究 

,
最

S
痛
切
な

.る
社
會
問
題
と
し
$
將
杧
生
產
政 

の
、
如
し
。
而
名
近
來
に
於
け
る
土
地
特
に
市
街 

しV
、

隨
つ
て
は
屋
賃
の
上
騰

i

な
6
、エ
場
敷
地
偕 

於
ら
^
る
洁
果
を
生
す
る
の
み
な
ら
、デ
、

*

に
叉
一

し

y

は

の
上
騰 

る
、

名

に
非
岁 

望
ま
し

國
の
生
產
政
策

上
寒
心
す

ベ

き
結
果
を
生
ず
る

こ
i

を
看
過
せ

ん
と 

は
嘆
ず
べ
し
。
實
に
近
槠
に
於
け
る
我
國
の
物
價
騰
貴
や
輸
出
困
難 

騰
の
關
係
す
る
所
亦
決
し

V

淺
小
に
非
る
な

6

。
今
予
輩
は
其
の
由 

糟
へ
、而
し

V

更
に
之
を
匡
正
す
る
の
方
策
に
論
及
せ
ん
と
す
る
？
の
 

は
硏
究
の
便
宜
及
目
的

上
、
市
街
地
及
市
街
附
近
地
又
は
建
築
用
地

の

土
地
憤
格
の
上
騰
た
•就さ
て

す
る
の
嫌
な
き
に
非
る 

や

の
上

に
は

地
價
の
上 

て
來
る
所
以
の
原
因
を 

な
6

。
伹
し
此
に
予
輩 

地
價
に
限
定
し
て
問
題

四五七



土
地
價
格
の
上
騰
に

f

て

. 

i
八.

を
解
釋
せ
ん
と
す
。

ニ 

<

土
地
價
格
於

一

般
物
價
と
均
し
く
通
貨
價
値
の
低
下
に
伴
ふ
て
上
騰
す
る
こ
と
は
到
底
趣 

く
る
こ

i

能
は
す
。

(
チ
ー
フ
ヶ

、ミ

然
れ
ば
地
價
の
上
騰
を
避
ん

i

欲

せ

ば

、

先
づ
一

 

面
通
貨
膨
脹
の
原
因
を
除
去
す
る
こ
と
を
努
め

f

ベ
か
ら
宇
。.
通
貨
緊
縮
の
方
策
は
實
に 

地
價
問
題
に

I

響
す
る
所

f
c
 

W
し
て
其
の
旣
に
通
貨
政
策
に
於
て
此
の
如
き
注
意
を 

爲
t

把
る
以
上
は
最
早
此
上
租
栊
政
策
の
如
き
に
於
て
之

S

.酌
を
爲
す
こ
と
は
因
艱
な
る 

の
み
な
ら
？

5

f

な
し
。

? |
叫
ネ
ル
_
ス，)

地
價
は
叉
一
般
金

2

<

?

S

Q

方
向
に 

動
搖
1

名
の
な
れ
ば
、金
利
に
し
て
上
騰
す
る
に
於
て
は
地
價

I

、金
利
に
し
：て
下
落
す
る 

r

於v

は
地
仏
は
上
ら
ぎ
る
べ
か
ら
：ず
。
金
利
が
大
體
上
、下
落
の
傾
向
を

有

す

る

名
の
な
る 

S

は
、地

f

亦
此
點
ょ

1

し
て

i

々
上
騰

s

i

 

t
,

f
 
s

?

。

(

A

H
が
J ,.
; 

伹
し
實
際
に
於
て
は
金
利

S

ず
し
，p

下
落

J

。
量
の
上
騰
せ
る
に
拘

|
,

地
2

必 

)

ゼ
下
ら
次
る
己
と
あ
る
は
別
に

其

原
因
あ
み
、叉
は
他
に

此
に
打
勝

'

つ
ベ
き
優
勢
な
る
原 

因
の
存
在
ず
る
於
爲
め
な

i

而
し
て
此
點
ょ

6

し
て
地
慣
を
上
騰
せ
し
め
含
ら
ん

I

爲
め

79
に
金
利
を
殊
莨
に
上

1

せ
し

0

る
の
方
策
を
採
る
こ
と
は
固
ょ

6

1

.
國
の
產
業
政
策

^i

許
す 

へ
5>
ら
梦
。
特
に
我
國
の
如
き
後
進
國
に
於

.
て
は
產
業
政
策
上
益
々
低
利
の
，資
金
を
得
る
の 

趣
を
開
く
こ
と
を
要
と
せ
ぐ
る
べ
か
ら
ず
。
且
つ
夫
れ
金
利
の
下

.
落
に
ょ

6

て
生
^

る
地
價 

の
上
騰

^

單
に
土
地
所
有
者
の
名
義
上
の
財
產
價
値
を
增
加
す
る
に
止
ま

6

て、屋
賃
の
上
騰 

x
l

ih
日
&

料
の
引
上
を
伴
ふ
の
傾
小
な
る

$

の
な
.
れ
ば
、敢

V

特
別
の
斟
酌
を
爲
す
に
及
ば
ず
。

三

近
年
土
地
價
格
は
兎
に
角
、屋
賃
及
偕
地
料
が
著
し
く
上
騰
し

t

る
に
就

V

は
右
擧
ぐ
る
、が
 

如
き

原

因

.

の
外
襟

0

土
地
に
賦
課
せ
ら
る
、
所
の
諸
多
の
.租
桃
の
旣
に
重
き

f

上
に
益
々
力 

重
さ
れ
つ
、
あ
る
乙
と
に
因
る
乙
と
爭
夯
べ
か
ら
岁
。
凡
そ
我
國
に
於
け
る
土
地
の
租
税
と 

し
て
は
地
租
の
如
き
、地
租

.

の
附
加
税
の
如
き

3 1

は
段
別
割
の
如
き
明
確
直
接
に
土
地
に
賦
課 

さ
る
、
沂
の
名
の
、
み
な
ら
梦
、間
々
所
得
税
や
芦
別
割
や
寄
附
金
や
に
名
土
地
を
標
準
と
す 

る
乙
と

.

大
に
、更

に

登

«

顿

や

步
ー
税
等
の
如
き
機
會
的
の
負
檐
名
之
あ
る
に
於

V

は
、土
地
負 

擔
の
頗
る
重
き
こ
と
を
思
は
宇
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
尤

g

此
等
の
諸
税
於
屋
賃
及
借
地
料 

に
轉
嫁
せ
ら
る
、
度
合

U

至
<

は
到
底
槪
括
的
に
精
密
に
指
定
す
る
己
と
能
は
ず
。
各
租
税

土
地
貭
格
の
上
騰
忆
就
き
て

 

四茧少



土
地
價
格
の
上
騰
に
就
咅
て

. 

,

M

」

、

o

.

1

1

實
際

Q

l

 

J

忘

I

I

結
f

 
S

、同

一

f

地
£

i 6
u

影
f

 

?

す
る
こ
と

t

i

s

と
雖
气

f

f

角
其
の
一
部
の
轉
嫁
可
能 

丨

,

ベ•

.

力
ら

^

此
*

に
苽
て
か
今
日
の
過

.

高
な
る
屋
賃
借
地
料
を
低
下
せ
し
め

I

 

Y

爲 

"

.

に
は

.

j

 

.

2

等
Q

i

s

£

.

f

 

i

f

 

i

l

s

法
改
正

5

6

て
屋
賃
皆

地
料
の
上
へ
の
轉
嫁
访
能
の
少
き
が
如
く
な
ん

 

f
 

、• 

こ

-

ん
こ
と
を

f t
ら
さ
る
べ
於
ら
ず

.
0

比
#
養
に

於
て
一
方
に
地
租
を

.
經
减
し
つ
、
、姐

•
デ
こ
七
で

f 
S 

I "

-

-

1L
方
ヅ
此
ヵ
翱
?
と
し
て
土
地
增
價
稅
の
新
設
於
推
獎
せ 

ら
る

.

、
所
な

6

。
 

I

 

i

土
地
價
格
は
叉
通
例
投
機
の
作
用
に
ょ

名

人

2

に

引

上

げ

ら

る

と
稱
せ
念
。

な
t

i

n

s

所

の

る

影

f

 
i

s

問
也

i

f

ベ
か
参
。

般
s

f

 
f

 
f

均

し

く

エ

？

爲
的

s

f

 
?

す
こ
と

如

ま

見

る

f

は
f

 
t

ベ
く
、旣

u

 
I

S

逸
諸
市
例

ぐ
ン

r

ト
レ
ス
テ
ン
に
於
て
實
驗
せ
る
所
の
如
く
、

'
1

S
人
爲
的
上
騰
の
反
動
と
し 

て
1

大
下
落
の
生
ず
る
こ
と

I

t

 
I

?

。
卽
ち
役
機
に
ょ
文
爲
.的
の
引
上
に

81
は
其
反
動
に
ょ
る
大
損
失
の
危
險
$
之
ぁ 

市
場
に
於
け
る
需
要
供
給
の
關
係
に

.
ょ
6 

伹
杧
然
し
な
が
ら
土
地
投
機
に 

實
に
し
て
、之
な

I

れ
ば
間
々
土
地
價
格
等 

滯
す
る
こ
と
、
な
る
名
の
な
る
に
、之
あ
る 

t
«

路
を
取

-
^
行
く
と

S
.

ふ
t
 
£
 

\

な
6_ 

ら
束
此
土
地
投
機
熱
の
世
に
盛
な
る
、

S

爲 

せ
し
め
、資
本
を
土
地
に
放
下
せ
し
め

v

 H

 

'し
め
隨
て

.
勞
働
者
社
會
を
：务
苦
ひ
る
こ
と 

由
ぁ

6
。
土
地
增
價
練

&

間

々

此

點

ょ

，り 

果
し
<
役
機
を
抑
制
す
る
の
カ
の
大
な 

獎
め
ら
れ
申
。
且
つ
や
土
地
役
機
に
名

る
べ
..
きR

P

の
な
れ
ば
、結

^

は
土
地
に
對
し
\ト
經
濟 

V
.

生
ず
る
必
然
の
價
格
、

S

附
せ
ら
る

V

の
外
な
し

.° 

土
地
價
格
、隨
つ

<

地
料
屋
賃
促
進
の
働
あ
る
は
事 

舣
實
際
上
騰
す
ベ
き
事
情
あ
る
に
拘
ら
岁
尙
ほ
停 

が
爲
め
に
上
騰
す
ぺ
き

p̂

e).
威
益
々
其
の
進

o

べ 

U
 

'斯
く
て

H

業
者
及
勞
働
者
等
を

.
苦
む
る
の
み
な 

め
に
其
れ
丈
け
肝
要
な
る
エ
業
の
企
業
熱
を
衰
微 

業
に
向
は
じ
め
次
る
乙
と
に
よ
ぅ
て
？

H

業
を
苦 

、
な
る
な

6
。
此
點
に
於
て

〖

土
地
投
機
抑
壓
の
理

•■り
し
て
？
勸
处
ら
る
、
所
な

6 

t
c

雖
？(

ボ
ル
ト

)

其
の
'
 

る
や
は
疑
は
し
。
.增
價
採
は
寧
ろ
此
點

•
ょ

6

し
て
は 

間
々
有
益
な
る
場
合
ぁ

6

て、夫
の
土
地
役
機
者
が
市 

銜
地
附
近
を
貿
收
し
開
發
し

V
、

此
に
借
屋
を
建
つ
る
於
如
き
は
.却
つ

V
,

住
屋
問
題
を
改
善
す 

る
の
：結
果
と
な
る
ベ
し
。
伹

fc
市
街
地
附
近
を
買
收
し

<

何
等
の
.
建
築
を
も
爲

3
岁
し
て
單

土
地
憤
格
の
上
騰
亿
就
合
て

 

1
H

ハ】

.



土
地
儈
輅
の
土—

亿

就

务

で. 

，
四
六ニ

 

8
 
•

に
土
.
地
0.
價

格

の

上

騰

す

ふ

を

待

：っ
：故.
0.
>
如.
き
：
.
に.
至

て
».
有

害
' «
3
。'
此

に

特

段

な

る

.課 

税

を

爲

す

を

室

着

と

ず
:9

.

、パ
.

:

.
■•
ノ 

.：.、

■■
•
;
•
}
,
:
>

E

.  

.
、
：
. 

.

.

. 

*

-

3 

•-
 

..

ぐ
.
 .
 

.

.
 

.

•
• 

.

.

.

或

は

土

地

は

其

絕

對

に

壻

加

す

べ

於

ら

^

る

こ

と

の

爲.め

に

獨

占

的

性

質

を
.有
し
、此
生
質 

t

A

ロ
の
爾
進
商
エ
業

0.

發
達
と
共
に
益

.々
顯
著
と
な
る
。
斯
ぐ
て
土
地
成
夫
の
普
通
の
貲 

物
の
如
き
自

.由
に
再
生

.產
し
得
る

S

の
と
異
が
て
全
く
特
段
な
る
獨
占
的
の
’儇
値
を
有
す
と 

爲
す
。

3

ッ
セ
.
ル
ス
.

*
'-
1)

如
.
何
に
名
土
地
が
獨
占
黹
性
質
を
有
す
る
ヒ
と
は
爭
ふ

<

か
ら
. 

次
る
各
然

6

ど
て
夫
の
天
下

.
一
品
の
古
畲
の
如
く
に
は
獨
占
的
な

6

2.
ぃ
ふ
、ベ
の
ら
尹

6

 

.其 

獨
占
的
な

6

と

s

ふ
意
義
に
就
き
て
は
大
に
注
意
を
要
す
る
、名
の
ぁ

6

て
存
す
。
藎

者

 

«■
:

謂
へ
ら
く
、土
地
以
外
の
普
通
の
貨
物
は
需
要
だ
に
增
加
，せ
し
に
は
隨
意
に
供
給
を
增

加
す 

ぎ
乙
i

を
得
る
，P

の
な
れ
ど
炎
土
地

U

至
て

,開
闢
以
來
同
一
額
に
し
て
、如
何
に
其
需
要
が

. 

僧
細
I

«

人
爲
を
以
て
し

5

增
如
す
ベ
か
ち
梦
。

.
隨
つ
て
前
者
に
ぁ
つ
；

-C

は
其
需
要
增

' 

加
•せ
ば
、坐
產
亦
增
加

3

る
、
.こ
と
、
.
な
6

て
、憤
格
は
一
定

•限
.界
.ft

に
維
持
せ
ら
る
、
己
と
を 

得
.ふ
に
、土
地
に
至
つ

.

<
は

偶

然

，に
，
之

を

所

持

す

.
る

者

财

之

に

對

す.る
：
需

要

の.
增
.
進
.に

隨
61

て

锻
意
に
其
臂
格
を
引

‘上.
げ
る

}J

と.
を
#

る.-RP  0
;

な
か
と
。
.
然
れ
ど
名
此

E

明
は
當
を
：得
ず
。
 

如
何
に
％
廣
く
之
を
全
體
の
地
表
に
：

.
つ
き
て
い
へ

K
適
會
な
る
ベ

•
し
。
然
乍
.ら
問
ノ
題
と
な
れ 

る
經
濟
政
策
將
に
都
市
土
地

;®
策
上
の
意
義
に

.
於
て
は
卽
ち
此
の
如
き
地
表
全

.
體U
つS

< 

S

ふ
？
の
に
..
非
*
し
.
て
、單
に
固
有
の
建

.
築
用
地
に
つ
；穹

V

の•
み
論
ず
る
そ
の
な

6
。
然
る
に 

比
建
築
用
地
に

^
<

は
實
際
.
隨
意
窄
增
加
し
得

^

名
の
«
6

。.
少
く
と
菸
石
炭
等
の
生
，產
に 

货
け
る

i

司..
，一
、の
：度
合
に
於
て
；增
加
し
•得
る

.
i

の
な
.
6

0

-.
#

築
用
地
が
自
然
的
の
限
界
を
有 

す
i 
:
6.
ふ.
«
恰
$
世
界
に
於
妙
る
石
：炭
の
蛇

*

が
.何

れ

の
#

に
か
.
盡
く
る
こ
と
な
き
能
は

 ̂

1C,
ぐ
ふ
と
.
同.
一.
な
4
0
 
.
遠
き

.
■未
來
は
.
知
ら
ず
。
少
く

 
i 
%
近_
き：規
在

'0
:
問
題
と
し
て
«
決
を 

要
す

る
，
の
經
幾
政
..策

に

於

て

啟

0
0 ,

■*,
が.
缺
、，f

 f
.

ベ
し

:.
i
爲
す
は
全
く
览
覆

«

4
0. 

大.
都
市
人
ロ
好
近
年
長

•
足
-の
進
歩
を
爲
せ

る

に
拘
ち
ず
、其
周

.
圍
I
在
る
田
■野
は
未
だ
之
を
市 

%

地
に
編

A-
す
る
に
足
ら

^

る
を
、患

^

るK
J.

と
な
し
.
'。
•'..
如
.̂

に
名

9,
市
が
漸
次

^

張
す
る
：に 

,®
^

て
僻
ダ
る
場
末
地
：
ょ

6

中
来
地
..f

出
づ
.
る
■
乙.
i
は.
S
々
圈
難
.

4
--
3
:
3
て
、偏
僻
地
の 

市
«

地
と
し
て
の

^

虚
は
甚

^

小
な
る
？
の
と
な
る

.
に.
似
允

AV 
£
雖
も
、實
際
■近
年
に
於
け
る 

大
都
：市
の
市
街
交
通
、機
關
の
發
達
は
：益
ヶ
此
憂
慮
を.
無
用
i

し

つ

、
ぁ
6
。.
或
は
間
々
其
‘都

*
地-.
®
格
の
'
上
騰
^
就
^
て
'

四
六
三



出
地
.傲
.櫓
：の
上
騰
に
犹
今
：て

四六.四

し

,0
然
し

,

 ̂

S11VE
■

パ.
か.
®
周
に
山
：叉

は

海

を

以y
.

菌

繞

せ

ら.
れ
て.
發

展

の

餘

地

な

き

と

と

名

あ

る

べ
t 

f

 

.
な

か

ら

此
0

?

都

市
®

旣
に.

■

市

と

しy

 
f

發

展

す

る

の

資

格
な
<

f

斯

の
I

 

自

然

的

黯
a 
^
0

市
i
I

しV

I

s

獨

占

的
5

f

怠

ん

f

 
S

き
f

 

難

し
A s

は
^
 

^
 

A

か

ら

f

尝

都

2

 
5

る

中

央

县
s

®
 
£

け.

I

舖

用

她
I

雾

擎

：獨
I

S

I

I

ミ

I

f
s
 

J

得

、

似
f

 
i

f

f

て
1

手
於
5

庚

のK
下

j  

'品Q

辜

U

對

しy

支

拂
s

 
S

價

格
U

こ
と
は 

通

例

部
f

 
2

参

。.

f

 
く 
S

®

同
f

 
I

s

言

店

舖

I

V

他
の
街
.
®
こ

於
v

f
 .

f

、f

 
I

く

を

其

特
f

 
I

位
s

s

f

 
5

し
i

f

 
,

一
 

層

大
|

屋
賃
、隨
.
て
此
ょ
4

算

し

允

る

地

價
I

s

m

な
る
べ
し
。

地
主 

%

此.
限
f

 
?

y

l

i

s

l

&

此

跟

界
I

ぇ
て
屋
f

高
S

に

於
5

、土
地

S

J

S

5

£

つ
V

S
.

I

可

能
s

f

 
5

行
く 
f

 

る

べ
. 

ら
3

此
S

裏

f

獨
S:
的
性
質
，w

f
 
s

y
 
I

s

且

つ

絕

對

無

競

爭

な

る
® 

2

は
J

?

。

少
1

名

地

麦

篇

彥

意

1

5

5

 
5

?

上

ぼ

す

ど
H

I

?

寧

ろ

偏

僻

な
I

f

地

主

屋

主

や
I

I

人
i
均
し
く
ー 

定
の
價
格
限
界

に
拘
束
せ

.
ら
る

S 
t.
と

、
な
る
な
6
。
伹
だ

±

地
は
市
街
地
と
雖
名
、矢
張

6
.場
所
的
に
制
限 

せ
ら
れ

V

夫
の
工
業
品
の
如
く
に
自
由
に
再
生
産
す

る

こ
と
能
は
ず
。

且
つ
甲
乙
地
.間
に
自 

然
的
に
地
位

'の
優
劣
を
示
め
す
と

S

ふ
こ

i

に
於
て
獨
占
的
意
養
を
有
す
る

1C
止
ま
る
。
或 

は
間
々
歷
史
上
の
理
由
等
ょ

6

人
舻
特

®

の
土
地
に
特
段
な
る
價
値
を
‘認
識
す
る
こ
と
な
き 

に.
非

玄

と

雖

<
、! *

は
別
に
土
地
な
る
奴
故
に

.
生
匕
.
t

る
獨
占
的
價
値
に
非
る
の
み
な
ら
ず
、又 

全
體
上
は
豨
有
の
場
合
に
過
ぎ
次
る
こ
と
を
注

(

意
す
ベ
し
。
斯
の
如
く
所
謂
土
地
の
獨
占
的 

價
値

i S

ふ.
こ.
と
は
頗
る
注
意
を
要
す
る
所
な
れ
ど
？

.
而
^P

又
全
く
棄
つ
べ
き
名
の

u

 
?
非 

申
。
其
獨
占
的
の

.-
意
義
を
有
す
る
だ
け
に
於
て

*

ょ
み
生
卞
る
增
價
に
つ
き
七
特
段
な
る
•課 

稅
を
爲
す
の
理
由
あ

A

V

O
特
に
此
の
如
ー
き
？
の
：を
少
數
人
に
ょ

6

て
襲
斷
せ
‘ん
ミ
す
る
に
至 

つ
•て
は
尙
更
な

6

。

. 

.

六

.

右
、S

ふ.
所
土
地
の
獨
占
的
性
質
に
基
き

.
て
土
地
の
價
格
が
益
々
增
進
す
る
に
つ
き
<
は
尙

m

.
ブ
レ
ッ
ト
に
ょ

6

て
四
の
大
原
.因
を
數
ふ
る
こ
と
を
得
ベ
し
。
四
の
原
因
と
は
日
く
一
一
般

的
發
達
の
狀
態
、國
家
及
地
方
團
體

0
經
費
支
出
、個
人
の
活
動
、資
本
の
効
果
是
な

6
。
固
ょ

d 

土
地
憤
格
の
上
騰

it

就
4」

て 

•

四
蜜



d
却
值
檢
の
上
騰
-に
就
命
て- 

..
四
六
六

と
は し

^
 

P
 

一ノ

™

I

ノ

此
等
.
四
？

®
を
分
別
し
て
其
土
地
播
價

2

に
及
ぼ
す
所
の

.
影
響
の

度

合

を

知
る
.
こ
, 

通
例
容

5

1

。
而
し
て

一 .

般
.的

S

達
狀
態
と
篇
家

I

の
5

.

的

.
發

達

：

の

意

に

し
 

て
、其
國
其
市
の
人
口
及
富
の
增
進
の
如

f

ぃ
J

6

。
其
の

之

に

ょ
/
ジ
て
ま
る
增

f

 

確
に
土
地
所
有
者
の
働
の
結
果
に
非
宇
し
て
、彼
於
國
家
公
共
に
負
ふ

所

？

の

な

6

。

國

家
 

は

方

團

體

s

i

出
に
ょ
る
と

®
國
J

地
方
團
體

S

港
、道
路
、公
園
、電
鐵
、其
他
公
共

建

物

の

建

襲

張

改
•
良
I
.

m
«

產

，s

ぼ

す

影

繁

， s

，

或
£

S

增
價
に
つ
き

重
I

此
I

は

：つ
i

j

 
f

 
U

に

此
£

;

2

相

互
I

s

則
に
上
ら 

ん
i
す

る
U

 
>, 

の

如

き

？

ノ
と
雖.

1

は

少

く

と
I

桃

の

根

本

普
 

i
し
て

は
1

適

當

とs

 

5

 
t

零

S

此
■
明

は

採

る

ベ

僧

f

 
|

ろ
输 

原

則
£

5

l

t

へ
く
、此

際

地
s

i

し
u

f

其

所

有

者
自

身 

しV

地
f

 
i

し
f

を

S

有
S

S

努

力

に
f

て

生

I

S

A

S

I

.

S

I
大

J

給

I

奪

看

f

 

?

乏

▲

言

て

說

明

す

、へ
J

Q

と
す
。

ロ

ッ
ト
、■ 3
J

M

.  
0.
如
I

此

國
{
s
 
f

團

體

の
I

 
5

 
6
て 

S

I

價Q

上

騰

於

他

面

彼

等
S

築

雲

上

Q
_

i

d

v

生
f

損

害

に

ょ
6

て..
差
引
せ

〔

ら
る
と
い
ひ
お
る
所
セ

^
ど
名
、此
は
寧
ろ
過
ぎ

:̂
る
の
.
言
な
.
6
。

勿
論
相

2
.給
付 

の
原
則
よ

6

S
ふ
と
き
は
多

.
少
此
點
を
名
顧
慮
せ
次
る
，ベ
か
ら
次
る
の
：み
な
ら
ず
、更

.U

進
で 

は
國
家
公
，共
團
體
の
施
設.
の
爲
め
に
、例
之

.
避
病
院
、貧
民
長
屋
、無
料
宿
泊
所
等
を
建
設
す
る

C.
 

i

の
爲
め
に
附
近

'土.
地
の
減
.
價
す
.
る
場
.
合
に
賠
償
の
/要
求
權
が
與
え
ら
れ
次
る
ベ
か
ら
次
る 

こ
と
.
？
考
察
せ
次
る
ベ
か
ら
ず
。
尤
？
給
付
能
力
原
則
よ

6

說
ぐ
と
き
は
此
等
の
斟
酌
を
爲 

す
必
要
な

.
し.
。
個
人
：の

.
活
動
に
よ
る
.增
價
に 

一

T

あ..
6
。

一：.
は
土
地
所
有
者
自
身
の
.努
力
に
よ 

.
る
劣
の
に
し

<
、他
は
_
其
土
»

の
借
丰

31
は
其
_
.

地
の
持
主
の
努
カ
に
よ
，る
？

の
な
6
。

例
之 

彼
等
於
人
の
淹.
往
を
顋
、繁

:«
ら
：し
む.
べ_
き「

デ

。ハ
，J;
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア

」

を
設
け

^

る
：場
合
の
如 

し
。
此
の
姐
き
施
設

^
心
て
其
.
土
地
所
有

‘者
自
.
身
の
.
力
に
成
る
に
於

.
■て
は
此
於
爲
，め
に
生
匕 

杧
る
土
地
增
價
は

.
決
し
.
て
所
謂
不
勞
：費
、増

價

とい
：.

ふ
こ
と
能
は
ず
。

故
に
土.
地
の
：增
價..
を
-以 

V

凡
べ
て
軍
に
不
勞
費
增
價
と
し
て
割
合

.y

大
；な
.
る.
紛
付
能
，力

を

示

す

？

の
：と
は
：S

一
 
ふ
ベ
か 

ら
岁
。
.然
6

と

て

此

增

價
0
^
'

に

就

き
<

不
勞
*

的
な
る
4

の
.と
勞
費
的
な.
る
？.
の.
を
：區
別 

す
る
こ
と
.難
く
減
か
名
兎.u

角

土

，
地

墳

價

の

.
中.
に
は
多
少
と
名
不
勞
費
に

.
：よ
る
增
債
の..
存.
す
‘
 

る
.所
な
れ
ばr

之
を

.

全
體
：と
し

y

軍
純

'*:

る
赞
費
.
的
增
價
よ

6.
名
給
付

P

力
の
大

-5
る

t

i

p

土
.地
價
赭
:0

上
騰
ゼ
；就
寺

5

:

餌
六
^

.

4



土
地
值
格
の
上
腿
亿
就
吾
て

S

斷

ず

含

粗

霖

s

s

通
例
嚴

I

.

密
I

之

s

的
S

I

考
^

，る

d

は
さ

f

の
に
在
て

は
、格
別
に
非
難

せ
ら
る

ベ
I

の
に
非
す
。

然
ろ
而
し
て
所
有
者
：以
外 

の

個

人

の

努

力

に
t

て

増

價

し

，
^

如

き

は

嚴

格

に

S
.

へ

ば

其

增
f

惹

起

し

.，
， 

る
者

u

歸
？

る

i

f

す
？

名
、此

s

n
u

f
J

M
J

到
管
難
な
る
を 

免
れ

f

を
以
て
實
際
に
於
て
、各
個
人
は
此
の
如
？

の
に
對
す
る
の
要
償

U

と
な 

こ

f

な
が

I

に
土
地
所
有
者
に
於
て
は
自
己
の
勞
費
に
よ
妻
し
て

増
價
を

享
受
し 

1

以

體

は

此

る

囊

S

す

S

由
S

む

る

I

る
？
の
？

 

I

Q

資
本
の
効
果
と

S

ふ
中
に
は
夫
.の
土
地
の
増
價
を
齎

H

デ
爲

4 

h 
土
地
所

I

f

m

下
S

i

m

 
i

s

6

y

i

c

資
本
を 

放
下
し
た
る
其
資
本
の
効

f

加
J

l

i

ベ
f

、此
は
通
例
增
價
税
の
如
き
に
？
 

は
土
地

Q

S

畫
は
土
地
以
外

S

本
の
効
果
と
し

v
.

斟
酌

t

る
、
所

f

。
ぼ
し
て 

其
の
他
面
に
於
て
土
地
所
有
者
の
人
的
努
力
を
斟
酌
せ
：

以
上
は
、

f

爵
酌
す
る
の
必
要

gr
«

u
n

i

似
f
 

的
努
力

2

f

計
？

る
こ
と
の
？

に
反
し
、此

I
本

の

突.
果
を
計
算
す
る
乙
と
^
容

易

な

る

こ

こ

こ

む*

1

特
广
之
を
計
算
す
る
？

0

な
6
。
x

f

®
に

89
S

夫
の
所
有
者
の
努
力
は
此
資
本
の

.
效
果

i
相
伴
ふ
名
の
な
，り。
而
し
て
叉
此
に
資
本
の
餅 

果
i
s

ふ
は
實
に
此
の
如
き
資
本
の
効
果
の
み
な
ら
す
、傲
ほ
土
地
其
.？
の
に
資
本
の
放
下

3 

る
、
こ
と
に
よ
る
其
資
本
の
効
果
を

g

意
味
す
る
な

6
0

蓋
し
土
地
增
«
に
よ
る
利
益

^

決 

し
て
徒
手
突
拳
を
以

<

得
ら
る
、
？
の
に
非
ず
。
或
資
本
を
土
地
に
放
置
し

y

 
土
地
の
増
，價 

を
待
う
こ
と
に
よ
初
め
て
得
ら
る
、
名
の
に
外
な
ら
ず

0

此
資
本
に
よ

6

て
得
ら
る
、
 

名
の
、
如
き
？
亦
增
價
税
に
於
て
斟
酌
す
る
を
至
當
と
す
る
に
似
杧

6

と
雖
見
此
に
至
つ
て 

は
卽
ち
土
地
の
所
有
と
離
る
ぺ
か
ら
次
る
？
の
な
れ
ば
、此
を
斟
酌
す
る
戍
却
つ
て
當
を
得
岁

o  

資
本
の
所
有
者
が
土
地
の
所
有
者
と
な

6
、土
地
の
所
有
者
が
資
本
の
所
有
者
と
な
み
、而
？
實 

際
の
事
情
に
於
て
は
社
會
の
少
數
者
於
益
々
之
が
所
有
者
と
な

6

て
多
數
人
民
は
之
を
所
有 

す
る
こ
と
能
は
ず
。
土
地
增
價
の
利
益
の
如
き
多
く
は
夫
の
少
數
人
に
占
取
せ
ら
れ
て
多
數 

人
の
之
に
均
霑
す
る
能
は
次
る
に
於
て
は
此
點
に
於
て
寧
ろ
課
稅
上

、
±

地
所
有
者
卽
ち
土
地 

資
本
所
有
者
を
抑
壓
す
る
の
必
要
な
か
る
ベ
か
ら

t

要
す
る
に
土
地
に
は
多
少
獨
占
；

l
f
r4 

質
に
基
く
不
勞
費
僧
價
ぁ
ろ
。

此
種
の
不
勞
費
增
價
を
特
に
課
桃
す
る
こ
と
好
.
_
ち
土
地
增 

儐
税
の
目
的
と
す
る
所
に
し
て
、若
名
此

.
增
慣
稅
に
し
て
地
祖
等
よ

6

?
轉
嫁
对
能

の

.

比

較

的
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小
な
る
,
„
の

.«
る
に
於
て
は
、

一

方

に
此
を
課
ル
て
他
方
に
地

祖

等

の
負
檐
を
輕
減
す
石
所
あ 

る
は
寧
る
土
龙
複
格
の
上
騰
否
な
少
く

i
•ぢ
猎

-m
激
及
屋
賃

q

上
騰
を
抑

.
制
す
る
所
以

i s

' 

ベ

か
ら
岁
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c/oclal 

p
o
r
o
y 

is o
n
e

 of t
h
e

 greatest d
o
m
e
s
t
i
c

 interests of e
v
e
r
y

 m
o
d
e
r
n

 nation. 

Tlie Q
r
o
w
t
h

 
of d

e
m
o
c
r
a
c
v

 since "tlae i

り renclv R.e v
o
l
u
n
o
n

 lias created 

a 

universal 

i
n
t
e
r
e
s
t

I-
■•
p.the 

w
e
l
f
a
r
e

a 

l
a
b
o
n
n

rQc
l
a
s
s
s
.
H
l
l
e

 

orp.anlsation 

o
f industry 

uTJ
o
n m

o
d
e
r
n

 lines, w
i
t
h

 organised capital 
o
nc+
l
l
e 

o
n
e

 side a
n
d

 or

ro.anised 

i
acr
o
r on

r+
l
l
e

 other, 

lias 

s'f
D
r
v
e
d 

n
o

 
汁 

op-
y

rt
-
o
 

intensify 

s
o
c
i
a
l

でro

crlems, 

t>ut 

r+
o p

o
j
p
u
l
a
s
e

 their 
s
t
ua.
y
.
 

Tlie gradual political enfrancliisemenl; o
f

?.
e laborers .lias: 

n
oc-
f
r

o
n
l
y

 

liad 

a
n

 

educative 

effect 

"but: 

lias 

b
r
o
u

/Qhl: 

t
h
e

 

auestion 

o
r social'policy 

i
nct
-
o
. th

e

 

d
o
m
a
i
n

 of practical 

politics, 

in t
i
mes of p

e
a
c
e

 national 

parliaBents 

o
c
c

-cp
y

 

mucli 

o
f
;r+lleir 

t
i
m
e

 

in 

t
h
e 

discussion 

of 

t
hese 

questions. 

Publicists 

a
l-
ra

l
l
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<
p.
rt
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*
o
o
k
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g
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a
e
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r
t
i
c
l
e
s
r
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n
l
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n
e
w
s
D
a
p
e
r

 

で aragraplis 

r+
o t

h
r
o
w

 light: u
p
o
n

 

t
h
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different 

p
h
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f
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Qsocial 

T
r
a
d
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especially 

since 

t
h
e
y
^
w
v
e

 

b
e
e
n

 

d
o
m
i
n
a
t
e
d
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y t:lieir 

socialist m
e
m
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r
s
r
d
e
m
o
n
s
t
r
a
t
e

cro

.?b
y
.
s
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n
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 .political 
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h
e
o
l

私 m
s

 of 1
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h
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